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【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る デ ィ ジ タ ル 音 声 デ ー タ を 、

第 １ の 速 度 よ り も 速 い 第 ２ の 速 度 で 再 生 し 、 高
速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 出 力 し 得 る 再 生 手 段 と 、
　 前 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 に 対 し 、 対 応 す る 第 ２ の 速 度 で 所 定 の 調 整 処 理 を 施 し
、 調 整 さ れ た 高 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 出 力 し 得 る デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 手 段 と 、
　 前 記 調 整 済 み の 高 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 、 第 ２ の 記 録 媒 体 に 対 し 、 前 記 第 ２ の 速 度 に
対 応 す る 速 度 で 記 録 し 得 る 記 録 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 手 段 は 、 前 記 調 整 処 理 を 施 す に 際 し 、 第 １ の 速 度 で 再 生 さ れ る
デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 に 対 し て 施 す 調 整 処 理 の た め に 使 用 す る プ ロ グ ラ ム に 代 え て 、 前 記 第
２ の 速 度 の 調 整 処 理 に 対 応 し た よ り 少 な い ス テ ッ プ 数 を 有 す る プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る
も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 手 段 は 、 前 記 再 生 手 段 が 第 １ の 速 度 で 再 生 を 行 い 、 出 力 す る 通
常 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 に 随 伴 す る ビ ッ ト ・ ク ロ ッ ク を 基 準 信 号 と し て デ ィ ジ タ ル 信 号 処
理 動 作 ク ロ ッ ク を 生 成 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 を 備 え 、 前 記 高 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 に 対 す る 調 整
処 理 を 行 う に 際 し て は 、 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 動 作 ク ロ ッ ク と 同 一 周 波 数 の デ ィ ジ タ ル
信 号 処 理 動 作 ク ロ ッ ク が 得 ら れ る よ う に 、 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に お け る 逓 倍 率 を 切 り 替 え る も
の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る デ ィ ジ タ ル 音 声 デ ー タ を 、

第 １ の 速 度 よ り も 速 い 第 ２ の 速 度 で 再 生 し 、 高
速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 出 力 す る 再 生 工 程 と 、
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 に 対 し 、 対 応 す る 速 度 で 所 定 の 調 整 処 理 を 施 し
、 調 整 さ れ た 高 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 出 力 す る デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 工 程 と 、

前 記 第 １ の 記 録 媒 体 の 通 常
再 生 速 度 で あ る 前 記 第 ２ の 速 度 に 対 応 す る

記 高 前 記

命 令

前 記 第 １ の 記 録 媒 体 の 通 常
再 生 速 度 で あ る 前 記 第 ２ の 速 度 に 対 応 す る
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　 前 記 調 整 済 み の 高 速 デ ィ ジ タ ル 音 声 信 号 を 、 第 ２ の 記 録 媒 体 に 対 し 、 前 記 第 ２ の 速 度 に
対 応 す る 速 度 で 記 録 す る 記 録 工 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 方 法 。
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